
広報

2月の行事予定

　毎年恒例、県内外から多くの選手が参加する若桜町の冬の一大イベ
ントが開催されます。当日は声援と雪玉が飛び交い、雪上で白熱した
戦いが繰り広げられます。ぜひご観覧ください。
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毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです
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1,417戸（±0）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（平成30年1月1日現在）

世帯

人口
3,345人（－1）

男性／1,573人（＋2）
女性／1,772人（－3）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
  （若桜町の税収となります）

□ 固定資産税（第４期）
□ 後期高齢者医療保険料
　　　　　　　（普通徴収）（第４期）

の税金・保険料人口と世帯数（対前月増減）
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▲新成人のことば  代表 大久保 諒平さん▲記念品授与 代表 山本 千里さん

カンパ～イ！ ▲
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回
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、
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。

▲タイムカプセルオープン！

▲思い出ＤＶＤ鑑賞
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日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

平成29年分

確定申告相談日程のお知らせ
２月１６日（金）～３月１５日（木） 午前／９時～１１時　午後／１時～３時期間 時間

上町・中町・下町

三倉・上高野
高野

須澄・岩屋堂
吉川・栃原

予備日 西町・浅井
若葉団地

農人町・口屋堂
羅・屋堂羅 予備日

新町・山田町

（保健センター）

（保健センター） （池田分館）

（保健センター） （保健センター） （保健センター） （保健センター）

（保健センター）

寺所・馬場・内町
あかまつ団地

赤松・来見野・諸鹿

予備日 予備日 予備日 予備日

予備日予備日
香田・長砂
湯原・渕見

茗荷谷・ 米

中原・加地
大野

大炊・岸野
糸白見・根安

小船・落 折
久曽木

（保健センター）

（保健センター） （保健センター） （保健センター） （保健センター）

（保健センター）（保健センター） （保健センター）

（池田分館）

（保健センター）

（池田分館）

※（　　）内は、申告会場です。※地域指定をさせていただいておりますが、ご都合が合わない場合は、予備日をご利
用ください。

※（注）税務署が発送していたプレプリント申告書は、今回から送付されませんのでご注意ください。その他詳しくは広
報わかさ１月号または国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

２月

3月

お問い合わせ　　役場税務課　☎(82)2234　IP☎9(82)2234　
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　若桜町商工会は、12月６日（水）に平成29年度「若桜のお土産品・特産
品開発支援事業」開発商品発表会を開催しました。これは、かねてより不
足気味だったお土産品・特産品を増やしていこうと、商工会が町内事業者
のお土産品・特産品づくりを支援し地域活性化を図る取り組みです。
　今年度は、12事業者の申請があり、17品のお土産品・特産品が完成しま
した。当日の会場内は、開発した自慢の商品を町内外にＰＲしようと熱気で
包まれ、大変盛り上がりました。今後は、販売にも力を入れていこうという
声も上がっており、今後の事業展開が期待されます。

　自家農場で生産しているナチュラルポークのバラ肉で作った
煮豚です。

　　自家農場で生産しているナチュラルポークの赤身肉と上
質なロース肉の背脂で作った粗びきミンチで、豚肉100％のミ
ンチカツを作りました。

　若桜をイメージさせる桜とＳＬを組み合わせた
デザインを焼印にして押した大判焼きで、手軽に
食べられるおやつです。

　標高900ｍの若桜氷ノ山スキー場で冷涼な
気候ときれいな水で育った甘酸っぱい夏いち
ごをたっぷり練りこんだしっとり・もちもちのバ
ターケーキです。

　若桜町の建物や風景のイラストを真鍮
という金属にエッチングという技法を使っ
て、絵柄を表現したキーホルダーです。

　若桜鉄道車両の初期モデルと今春導入予定の観光車両「昭和」
を土鈴で表現しました。

　若桜檜を使ったパン
切り台で、直径26㎝・
厚さ2.4㎝とコンパクト
にし、食器棚に入るサ
イズにしています。

　ＳＬの刺しゅう入りタオル、おしぼ
り、エプロンと、ＳＬと不動院岩屋堂
の刺しゅう入りのトートバッグを作り
ました。

　上質な若桜の鹿肉を醤油味の大和煮風に
したニホンジカの缶詰です。

　氷ノ山の標高900ｍのきれいな空気と水で育
てた夏いちごを使ったジェラートです。

「若桜のお土産品・特産品開発支援事業」

開発商品発表会

平成29年度

開催
こだわりポークのお店　オンリーＢＯＯ

宮本製菓

やまね屋 若桜観光株式会社

因州若桜焼

和宝工房

メガネショップ山根

西本工芸

ロッジダウンヒル

森岡さんちの
完熟夏いちごジェラート

　地元で収穫された食材を使ったようかんです。
　夏いちごのようかんと黒糖くるみ生ようかんの
２種類の味があります。

　ＳＬ（Ｃ１２１６７）蒸気機関車をモチーフにし
た純銀のバッジとペンダントです。サイズは縦
25㎜×横20㎜です。

ＮＰＯ法人  若桜・こらぼ企画

若桜の恵  ようかん

オンリーBOO
特製豚肉あらびきミンチカツ

オンリーBOO
豚肉一筋お肉屋さん特製　煮  豚

　きれいなピンクの桜の形をした皮に桜の花を練り込んだ白
餡を入れた最中です。

因州若桜　わかさ最中

わかさ  大判焼き 夏いちごの
バターケーキ

若桜キーホルダー

①若桜鉄道初期モデル車両の土鈴
②若桜鉄道「昭和」デザイン車両の土鈴

小林挽物店

若桜産材の
パン切り台

①ＳＬ刺しゅう入りタオル・おしぼり
②ＳＬ刺しゅう入りエプロン
③ＳＬ・岩屋堂刺しゅう入りトートバッグ

一般財団法人  若桜町観光開発事業団
（道の駅若桜  桜ん坊）

若桜町鹿肉大和煮

①ＳＬ（C12167）ピンバッジ
②ＳＬ（C12167）ペンダント

個包装の
わかさ最中

夏いちごの
ようかん

黒糖くるみ
生ようかん

初期モデル
車両

「昭和」デザイン
車両

パン切り台表面

ＳＬピンバッジ ＳＬペンダント

パン切り台裏面

ＳＬと桜のパッケージ

しんちゅう

04



　若桜町商工会は、12月６日（水）に平成29年度「若桜のお土産品・特産
品開発支援事業」開発商品発表会を開催しました。これは、かねてより不
足気味だったお土産品・特産品を増やしていこうと、商工会が町内事業者
のお土産品・特産品づくりを支援し地域活性化を図る取り組みです。
　今年度は、12事業者の申請があり、17品のお土産品・特産品が完成しま
した。当日の会場内は、開発した自慢の商品を町内外にＰＲしようと熱気で
包まれ、大変盛り上がりました。今後は、販売にも力を入れていこうという
声も上がっており、今後の事業展開が期待されます。

　自家農場で生産しているナチュラルポークのバラ肉で作った
煮豚です。

　　自家農場で生産しているナチュラルポークの赤身肉と上
質なロース肉の背脂で作った粗びきミンチで、豚肉100％のミ
ンチカツを作りました。

　若桜をイメージさせる桜とＳＬを組み合わせた
デザインを焼印にして押した大判焼きで、手軽に
食べられるおやつです。

　標高900ｍの若桜氷ノ山スキー場で冷涼な
気候ときれいな水で育った甘酸っぱい夏いち
ごをたっぷり練りこんだしっとり・もちもちのバ
ターケーキです。

　若桜町の建物や風景のイラストを真鍮
という金属にエッチングという技法を使っ
て、絵柄を表現したキーホルダーです。

　若桜鉄道車両の初期モデルと今春導入予定の観光車両「昭和」
を土鈴で表現しました。

　若桜檜を使ったパン
切り台で、直径26㎝・
厚さ2.4㎝とコンパクト
にし、食器棚に入るサ
イズにしています。

　ＳＬの刺しゅう入りタオル、おしぼ
り、エプロンと、ＳＬと不動院岩屋堂
の刺しゅう入りのトートバッグを作り
ました。

　上質な若桜の鹿肉を醤油味の大和煮風に
したニホンジカの缶詰です。

　氷ノ山の標高900ｍのきれいな空気と水で育
てた夏いちごを使ったジェラートです。

「若桜のお土産品・特産品開発支援事業」

開発商品発表会

平成29年度

開催
こだわりポークのお店　オンリーＢＯＯ

宮本製菓

やまね屋 若桜観光株式会社

因州若桜焼

和宝工房

メガネショップ山根

西本工芸

ロッジダウンヒル

森岡さんちの
完熟夏いちごジェラート

　地元で収穫された食材を使ったようかんです。
　夏いちごのようかんと黒糖くるみ生ようかんの
２種類の味があります。

　ＳＬ（Ｃ１２１６７）蒸気機関車をモチーフにし
た純銀のバッジとペンダントです。サイズは縦
25㎜×横20㎜です。

ＮＰＯ法人  若桜・こらぼ企画

若桜の恵  ようかん

オンリーBOO
特製豚肉あらびきミンチカツ

オンリーBOO
豚肉一筋お肉屋さん特製　煮  豚

　きれいなピンクの桜の形をした皮に桜の花を練り込んだ白
餡を入れた最中です。

因州若桜　わかさ最中

わかさ  大判焼き 夏いちごの
バターケーキ

若桜キーホルダー

①若桜鉄道初期モデル車両の土鈴
②若桜鉄道「昭和」デザイン車両の土鈴

小林挽物店

若桜産材の
パン切り台

①ＳＬ刺しゅう入りタオル・おしぼり
②ＳＬ刺しゅう入りエプロン
③ＳＬ・岩屋堂刺しゅう入りトートバッグ

一般財団法人  若桜町観光開発事業団
（道の駅若桜  桜ん坊）

若桜町鹿肉大和煮

①ＳＬ（C12167）ピンバッジ
②ＳＬ（C12167）ペンダント

個包装の
わかさ最中

夏いちごの
ようかん

黒糖くるみ
生ようかん

初期モデル
車両

「昭和」デザイン
車両

パン切り台表面

ＳＬピンバッジ ＳＬペンダント

パン切り台裏面

ＳＬと桜のパッケージ

しんちゅう
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　町と旧戸倉トンネル利用促進協議会は、旧戸倉トンネルを活用した名産品・特産
品の開発に取り組んでいます。このたび、太田酒造場の古酒と八頭中央森林組合
のマイタケ菌床ブロックの搬入を記念し、12月６日（水）に「旧戸倉トンネル蔵入式」
を開催しました。
　蔵入式では、小林町長、川上議長、利用促進協議会太田会長から挨拶をいただき、「旧戸倉トンネルは宝のトン
ネル。トンネルブランドの名産品・特産品をみんなで育てていこう。」というお話がありました。

平成27年 ８月24日　トンネルが活用できるよう町、議会連名で石破
地方創生担当大臣（当時）へ要望。

平成27年12月28日　旧戸倉トンネル利用促進協議会より旧戸倉トン
ネルの利用希望と利用に伴う出入り口の整備
要望があった。

平成28年６月27日　設計（測量・調査）業務委託契約　1,856,520円
平成28年 ９月12日　温度・湿度計４台購入　168,264円
平成29年２月27日　建設工事請負契約　3,704,400円
平成29年 ３月14日　コンテナ２台購入　542,160円
平成29年 ３月30日　コンテナ搬入・設置業務完了　108,540円　　　合計　6,379,884円

◦目　　的　旧戸倉トンネルを利用した名産品・特産品の開発を目的とする。
◦会　　長　太田酒造場　太田義人さん
◦事 務 局　道の駅若桜
◦会　　員　４事業者（道の駅若桜、太田酒造場、八頭中央森林組合、若桜エゴマ生産組合）
◦年 会 費　2,000円
◦加入方法　申請者があった場合は、協議会で承認。原則、町内事業者・個人の利用に限る。
◦利用方法　事務局の調整により、すでに保管している特産品に影響のない範囲で、新規に搬入していく。

旧戸倉トンネル蔵
く ら い れ し き

入式

旧戸倉トンネル事業の概要

私有地 鳥取森林管理署

若 桜 町

旧戸倉トンネル利用促進
協議会

使用賃貸借契約（有償） 使用許可（無償）

使用貸借契約（無償）

事業の経緯・事業総額

契約の流れ

旧戸倉トンネル利用促進協議会とは
挿しなおす際は、
10秒以上の間隔を空けてください。

「お知らせタイトル」が表示されるまで２～３分程度かかります。

若桜町役場 ふるさと創生課  へご連絡ください。 
お問い合わせ      ☎ （82）2231        
　　　　　　 ＩＰ☎ 9（82）2231     

「テレビ電話」機器の
 電源の入れなおし方法

故障かな？

電源の入れなおしは、下記の手順どおりに行ってください。

症状が改善されないときは？ 

● ボタンを押しても表示画面が変わらない
● 画面に何も表示されない
● 受話器を取り上げても、「ツー」という発信音が聞こえない

電源ランプ（POWER/FAIL）が 緑点灯
光回線ランプ（PON/TEST）が 緑点灯
認証ランプ（AUTH）が 緑点灯
UNI ランプが緑点灯もしくは 緑点灯

このような症状が発生したら、電源の入れなおしをお試しください。
電源を入れなおすことにより、正常な状態に回復する場合があります。

「電源アダプタ」を挿しなおします。

テレビ電話機背面の　　を押してください。

テレビ電話機正面上部のランプが消灯したら
　　から手を放してください。

ディスプレイに、「起動中」→「設定情報読み込み中」→「ネット
ワーク設定中」の順に表示され、「お知らせタイトル」が表示さ
れれば、復旧完了です。

「テレビ電話機」の電源を切る

「テレビ電話機」の電源を入れる

「ホームゲートウェイ」の電源を入れなおす

テレビ電話機背面の　　を
４秒以上押すと、強制的に電源を
切ることができます。

電源入れなおし後のランプの状態
前面のランプを確認してください。

再起動には、１～２分程度かかります。
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前教育委員の任期満了に伴い、森岡則明さんが教育委員に新しく就任されました。任期は４年間です。

　12月21日付けで教育委員を拝命いたしました。教育に関して未熟な私ですが、近年重要視されている自
然体験の活動や、地域との関わりの経験を活かし、また保護者を代表した広い視野で、若桜町の教育の発
展に力を尽くしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

▲森岡則明教育委員

【教育委員会新体制】

教 育 長 新　川　哲　也

教育委員（教育長職務代理者） 伊井野　早　苗

教育委員 福　田　浩　子

教育委員 武　田　恭　二

教育委員 森　岡　則　明

新教育委員を任命

平成29年度 
電源立地地域対策交付金事業実施報告

〜若桜町立若桜学園ICT環境整備事業〜
　「電源立地地域対策交付金」は、発電用施設の設置や運転の円滑化を図るため、
発電所や発電用ダムなどの発電用施設が所在する自治体で実施する、公共用施
設整備や福祉、教育、地域活性化事業など幅広い分野に対して交付されます。
　平成29年度はこの交付金を利用して、若桜学園にタブレット端末や電子黒板等
を導入し、ICT環境の整備を行いました（事業総額　７，１８２千円、うち交付金
充当額　４，４００千円）。

　これらの機器の活用例としては、タブレットの画面に問題を表示し、その回答をクラス全員分電子黒板に一
斉に表示して考え方を共有する、体育の授業でタブレットで撮影した動きを電子黒板に映して確認するというよ
うなものがあります。
　ICT機器の導入後、児童生徒及び先生を対象に行ったアンケートでは、

「児童生徒において、授業への関心や学習意欲が増した。」という回答
が多く見られました。
　このことから、ICTは児童生徒にとって勉強にアプローチしやすい方法
であり、児童生徒の授業への関心・学習意欲の一層の向上が期待されま
す。

※ICTとは、情報通信技術(I
インフォメーション

nformation a
アンド
nd C

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
ommunication T

テ ク ノ ロ ジ ー
echnology)

の略です。文部科学省は、教育現場
でのICT環境の整備充実を推進して
います。ICT教育とは、コンピュータ
や電子黒板、タブレット端末などを
用いた授業などを主に指します。

▲電子黒板

▲タブレット端末
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今
回
は
『
続
編
若
桜
町
誌
』
の
章

立
て
と
そ
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

章
立
て
は
下
段
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
各
章
の
記
載
内
容
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

第
１
章
で
は
、
地
勢
や
地
質
、
気
象
、

天
然
記
念
物
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在

の
町
誌
か
ら
の
変
更
点
や
新
た
に
分

か
っ
た
事
象
に
つ
い
て
加
筆
修
正
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
史
は
各
集

落
に
お
住
ま
い
の
方
に
執
筆
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
章
で
は
、
歴
代
町
長
の
政
策

や
町
組
織
・
職
員
数
の
変
遷
等
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
第
３
章
で
は
、

農
林
業
や
鳥
獣
対
策
、
商
工
会
の
活

動
や
金
融
機
関
の
消
長
、
氷
ノ
山
開

発
な
ど
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
す
。
第
４
章
で
は
高
齢
者
福
祉

や
年
金
制
度
、
若
桜
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
概
要
や
医
療
施
策
、
保
健
事

業
や
包
括
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
な
ど
の
環

境
衛
生
施
策
や
上
下
水
道
の
整
備
等

第
３
回

　
町
誌
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て

に
つ
い
て
も
ま
と
め
ま
す
。

　

第
５
章
で
は
旧
国
鉄
若
桜
線
の
存

続
運
動
と
廃
止
、
若
桜
鉄
道
の
誕
生

な
ど
の
鉄
道
政
策
や
路
線
バ
ス
運
営

会
社
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め

ま
す
。
第
６
章
は
消
防
団
や
駐
在
所

の
変
遷
、
主
な
災
害
や
防
災
設
備
・

体
制
整
備
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

第
７
章
で
は
、
教
育
委
員
会
の
事
業

の
変
遷
や
町
内
の
文
化
財
で
新
た
に

分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
載
し
ま

す
。

　

現
在
、
編
さ
ん
委
員
に
よ
り
各
章

の
執
筆
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
随

時
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
情
報
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
誌

編
さ
ん

だ
よ
り

『続編若桜町誌』　章立て
第１章　若桜町の概要

第２章　町政

第３章　産業・観光

第４章　福祉・医療・保健・
　　　　衛生環境

第５章　交通・情報通信

第６章　消防・警察・防災

第７章　教育・文化・文化財

　お問い合わせ　　鳥取税務署　　 ☎0857（22）2141

○申告書の作成・相談を希望される方へ

　　　申告会場の開設期間は、　　平成30年２月16日(金)から　　
　　　　　　　　　　　　　　　平成30年３月15日(木)までです。
　　　会　場　鳥取市役所駅南庁舎（鳥取市富安２丁目138-4）
　　　　　　　　※土日を除きます。ただし平成30年２月18日(日)及び２月25日(日)は開場します。

www.keisan.nta.go.jp
作成コーナー

表記のURLは今後変更する場合があります。

確定申告書は、パソコンだけでなく、スマホ・タブレットからも
国税庁HP確定申告書等作成コーナーで簡単に作成できます。

平成29年分の確定申告から、領収書の代わりに
医療費控除に関する明細書の提出が必要となりました。
※医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります(税務署から求められたときは、提示又は提出しなければなりません。）。
※医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
(注)平成29年分から平成31年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によることもできます。

※平成30年２月15日以前は、申告会場は開設しておりません。
明細書を
作成して提出
すればＯＫ!!

医療費控除の領収書が提出不要となりました。

鳥取税務署からのお知らせ
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町長室

「発」
町長
小林昌司

思い出フォト思い出フォト

な
い
」
こ
の
こ
と
を
基
本
に
12
年
間
、

皆
さ
ま
の
舵
取
り
役
と
し
て
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
道
の
駅
「
桜
ん
坊
」
の
建
設
に
は
、

「
鳥
取
自
動
車
道
が
で
き
た
ら
、
車

両
は
国
道
29
号
を
通
ら
な
い
。
建
設

は
や
め
た
方
が
良
い
。」
と
い
う
強

い
反
対
の
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

将
来
若
桜
町
の
商
店
は
少
な
く
な
る

と
い
う
思
い
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の

「
町
の
駅
」
に
し
た
い
と
話
し
、
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
で
は
町
の
玄
関
口
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
桜
の
森
林
組
合
は
20
年
近
く
、

活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
若
桜
の
林
業
は
ダ
メ

に
な
る
と
い
う
思
い
か
ら
八
頭
中
央

森
林
組
合
に
加
入
を
提
案
し
、
今
で
は

年
間
１
３
，
０
０
０
㎥
の
材
を
搬
出

し
て
い
ま
す
。
森
林
整
備
も
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。
森
林
の
整
備
を
し

な
い
と
町
は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ま
が
諦
め
ず
、
す
べ
て
の
団
体
や

町
民
の
皆
さ
ま
が
オ
ー
ル
若
桜
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
地
域
に
あ
る
「
宝
物
」
を
光

ら
せ
る
こ
と
が
、
若
桜
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
12
年
間
、
毎
月
『
町
長
室
「
発
」』

の
ペ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
情
報
発
信
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
月
で

ペ
ン
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
長
い
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
適
合
施
設
と
は

　
食
品
を
製
造
す
る
際
に
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
製
造
・
加
工
過

程
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
微
生
物
汚
染
な
ど

の
危
害
を
あ
ら
か
じ
め
分
析
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
工
程
の
ど
の

段
階
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ

ば
、
よ
り
安
全
な
製
品
を
製
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
重
点

管
理
を
定
め
、
こ
れ
を
連
続
的
に

監
視
す
る
管
理
手
法
の
こ
と
で

す
。

　「
わ
か
さ
29
工
房
」
の
建
設
は
単
独

で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、将
来
供
給

で
き
な
い
場
合
も
想
定
し
て
、八
頭
町

と
合
同
で
運
営
す
る
こ
と
を
決
断
し

ま
し
た
。
今
で
は
※
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
適
合

施
設
に
認
定
さ
れ
、
日
本
で
有
数
の

解
体
処
理
施
設
（
鹿
・
猪
）
に
成
長

し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
日
本
一
が
近
く
な
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
印
象
に
残
っ
て
い
る

事
業
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
か
旧
寄
宿
舎
の
福

祉
施
設
と
し
て
の
活
用
、
エ
ゴ
マ
の

搾
油
施
設
、
商
工
会
の
土
産
品
の
発

表
会
、
さ
ら
に
は
旧
戸
倉
ト
ン
ネ
ル

の
活
用
、
若
桜
町
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
「
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」の
底
辺
が
広
が
っ

て
き
て
お
り
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

心
配
し
て
い
た
財
政
状
況
も
好
転
さ

せ
ま
し
た
。

　
よ
く
「
若
い
人
が
い
な
い
か
ら
ダ

メ
。
何
も
で
き
な
い
。」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
高
齢
の
方
で

も
で
き
る
事
は
多
く
あ
り
ま
す
。
皆

　
早
い
も
の
で
、
私
が
平
成
18
年
２

月
に
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
以
来
12
年
が
経
過
し
、
間
も
な
く

３
期
目
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
12
年
間
、
歳
を
と
る
間
も
な

く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
寝
て
も
覚
め
て

も
町
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
浅
学
菲

才
の
私
を
町
長
と
し
て
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
の
も
町
民
の
皆
さ
ま
で
あ
り
、

職
員
、
そ
し
て
議
員
の
皆
さ
ま
だ
と

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
「
町
民
の
皆
さ
ま
の
政
治
を

し
よ
う
」、「
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

聞
こ
う
」、「
若
桜
町
に
は
隠
し
事
が

　
若
桜
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
耐
震

工
事
を
検
討
し
た
際
に
い
ろ
い
ろ
と

議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
０

歳
か
ら
５
歳
の
子
ど
も
の
数
を
見
た

と
き
、
県
下
で
最
も
少
な
く
将
来
に

不
安
を
感
じ
、
耐
震
工
事
で
多
額
の

費
用
を
使
用
す
る
よ
り
も
若
桜
中
学

校
と
統
合
す
る
こ
と
を
提
唱
し
ま
し

た
。

　
今
で
は
特
別
教
室
や
給
食
セ
ン

タ
ー
を
敷
地
内
に
建
築
し
て
、
理
想

的
な
小
中
一
貫
教
育
の
若
桜
学
園
を

開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幼
保
一
元
の
わ
か
さ
こ
ど

も
園
も
開
園
し
、
全
国
で
初
の
保
育

料
無
償
化
も
行
い
ま
し
た
。

　
若
者
住
宅
の
建
設
や
町
営
住
宅
の

建
替
え
、
古
民
家
の
改
修
も
行
い
移

住
・
定
住
を
進
め
て
、
今
で
は
こ
ど

も
園
の
園
児
は
63
名
（
平
成
30
年
1

月
1
日
現
在
）と
な
り
賑
や
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
氷
ノ
山
の
イ
ヌ
ワ
シ
リ
フ
ト
を
鳥

取
観
光
か
ら
無
償
で
寄
付
を
受
け
る

こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
リ
フ
ト
が

撤
退
し
て
し
ま
う
と
骨
抜
き
の
ス

キ
ー
場
に
な
り
国
道
４
８
２
号
の
整

備
も
遅
れ
る
と
思
い
、
思
い
切
っ
て

寄
付
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
で
は
𣇃𣇃
米
バ
イ
パ
ス
（
ト
ン
ネ
ル

１
，
２
４
４
ｍ
）
も
着
工
さ
れ
る
と

と
も
に
、兵
庫
県
側
の
工
事
も
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
、
平
成
30
年
度
開
通
の
見

通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
の
多
可
町
か
ら
Ｓ
Ｌ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
は
古
鉄
を
持
っ

て
帰
っ
て
何
を
す
る
ん
だ
ろ
う
と
不

思
議
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
募
金
に
よ
る
こ
の
Ｓ
Ｌ
で
、

鉄
道
の
存
続
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。

八
頭
町
と
の
連
携
も
深
ま
り
、
公
有

民
営
の
上
下
分
離
方
式
、
車
両
の
両

町
所
有
や
観
光
列
車
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

　「
昭
和
」
の
車
両
の
お
目
見
え
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。

道
の
駅
の
建
設

わ
か
さ
29
工
房
の
建
設

国
道
４
８
２
号
の
整
備

森
林
組
合
へ
の
加
入

若
桜
鉄
道
の
存
続

▲わかさこども園開園 ▲ジビエフェスタ ▲韓国平昌郡との交流（小林町長と沈在國平昌郡守）
シムジェグック

▲石破代議士との町政についての懇談 ▲エゴマ搾油施設の様子

▲若桜鉄道株式会社
　開業３０周年
　記念式典の様子

12
年
を
振
り
返
っ
て

小
中
一
貫
教
育
校
と

わ
か
さ
こ
ど
も
園
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町長室

「発」
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０
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。
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光
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。
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。
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。
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独
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※
Ｈハ
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す
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も
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と
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を
提
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し
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た
。
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で
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や
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ー
を
敷
地
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に
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築
し
て
、
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想

的
な
小
中
一
貫
教
育
の
若
桜
学
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を

開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幼
保
一
元
の
わ
か
さ
こ
ど

も
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も
開
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し
、
全
国
で
初
の
保
育

料
無
償
化
も
行
い
ま
し
た
。

　
若
者
住
宅
の
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や
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営
住
宅
の

建
替
え
、
古
民
家
の
改
修
も
行
い
移

住
・
定
住
を
進
め
て
、
今
で
は
こ
ど

も
園
の
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児
は
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（
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成
30
年
1
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1
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現
在
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り
賑
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ま
す
。
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山
の
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受
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た
。
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退
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と
骨
抜
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の
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り
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道
４
８
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号
の
整
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も
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と
思
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、
思
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切
っ
て

寄
付
を
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る
こ
と
に
し
ま
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た
。

今
で
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（
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ネ
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さ
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と
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、兵
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県
側
の
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事
も
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進
み
、
平
成
30
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度
開
通
の
見
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が
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き
ま
し
た
。

　
兵
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県
の
多
可
町
か
ら
Ｓ
Ｌ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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は
古
鉄
を
持
っ

て
帰
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て
何
を
す
る
ん
だ
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う
と
不

思
議
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の
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さ
ま
の
募
金
に
よ
る
こ
の
Ｓ
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で
、

鉄
道
の
存
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に
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が
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き
ま
し
た
。
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と
の
連
携
も
深
ま
り
、
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有
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の
上
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分
離
方
式
、
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の
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有
や
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光
列
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へ
と
発
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し
て

い
き
ま
し
た
。
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昭
和
」
の
車
両
の
お
目
見
え
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。
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の
駅
の
建
設

わ
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さ
29
工
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の
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号
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地域おこし
協力隊とは？

　

若
桜
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
農
林

業
部
門
）
と
し
て
、
平
成
28
年
2
月
8
日

よ
り
活
動
し
て
い
る
キ
ラ
ン
ガ
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
と
小
倉
典
子
で
す
。
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
3
月
9
日
を
も
っ
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
退
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

夫
は
広
留
野
の
広
葉
樹
林
の
落
ち
葉

や
腐
葉
土
の
み
を
畑
に
す
き
込
ん
だ
自

然
栽
培
（
無
動
物
糞
堆
肥
・
無
肥
料
・

無
農
薬
）
野
菜
の
試
験
栽
培
を
し
な
が

ら
収
穫
し
た
若
桜
町
産
の
野
菜
を
県
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、若
桜
学
園
で
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
若
桜
町
の
新
し

い
特
産
品
候
補
の
開
発
の
た
め
に
、色
々

な
ハ
ー
ブ
や
果
肉
が
ピ
ン
ク
色
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
試
験
栽
培
や
品
種
改
良
、
3

月
4
日
よ
り
販
売
開
始
予
定
の
氷
ノ
山

の
夏
い
ち
ご
や
落
折
の
鬼
胡
桃
を
使
っ

た
若
桜
町
ら
し
い
よ
う
か
ん
の
開
発
に

も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野

菜
栽
培
や
特
産
品
開
発
で
は
、
若
桜
町

の
方
々
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
り
、
道
具
や
機
械
の
直
し
方
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
り
、
一
緒
に
試
験
栽
培

し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
任
後
も
私
た
ち
に
出
来
る
形
で
若

桜
町
の
地
域
お
こ
し
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
お
土
産
品
の
生

産
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
品
種
改
良
を
継
続

し
て
、「
よ
り
休
眠
が
長
い
・
よ
り
色
が

濃
い
・
よ
り
美
味
し
い
」
新
品
種
が
出

来
ま
し
た
ら
、
若
桜
町
で
種
芋
を
お
配

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夫
は
ナ
イ
ロ
ビ
や
ボ
ス
ト
ン
で
育
ち
、

若
桜
町
の
よ
う
に
自
然
の
多
い
町
で
生

活
す
る
の
は
憧
れ
だ
っ
た
よ
う
で
、
自

然
の
中
を
散
歩
し
た
り
走
っ
た
り
、
氷

ノ
山
で
ス
キ
ー
を
し
た
り
、
若
桜
ラ
イ

フ
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
私

が
若
桜
町
に
来
て
、
一
番
感
動
し
た
の

は
、
少
量
だ
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
水
道
水

を
飲
ん
で
も
喘
息
（
化
学
物
質
の
ア
レ

ル
ギ
ー
の
た
め
）
に
な
ら
な
い
こ
と
で

し
た
。
若
桜
町
の
水
は
不
純
物
が
少
な

く
て
他
の
町
の
水
よ
り
も
綺
麗
だ
な
と

す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。
化
学
物
質
過
敏

症
で
苦
し
ん
で
い
る
友
達
も
若
桜
に
来

る
と
気
持
ち
よ
く
呼
吸
が
出
来
る
と
喜

ん
で
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
若
桜
は

自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
続
け
て
く
れ
た

退
任
の
ご
挨
拶

　人口減少や高齢化
等の進行が著しい地
方において、地域外
の人材を積極的に受
け入れ、その定住・定
着を図ることで、地
域力の維持・強化を
図っていくことを目
的とした制度です。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

レ
ポ
ー
ト

第
　 
回
11

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

2
月
25
日
（
日
）は
若
桜
町
公
民
館
で

「
生
物
農
薬
の
お
話
会
」
や
、
数
量
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
「
ピ
ン
ク
色
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
（
人
工
授
粉
に
よ

る
品
種
改
良
用
・
種
芋
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）」「
赤
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
種
子
」

「
イ
タ
リ
ア
ン
チ
リ
ペ
ッ
パ
ー
の
種
子

（
上
手
に
栽
培
す
る
と
ハ
バ
ネ
ロ
よ
り

辛
い
）」
な
ど
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
由
研
究
や
家
庭
菜
園
等
に

ご
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
い
ら
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

小倉　典子
キランガ・フィリップ
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若桜町の目指す
男女共同参画社会

　

本
町
で
は
「
若
桜
町
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
の
基
本
目
標
と
し
て

〝
男
女
が
共
に
尊
重
し
あ
う
次
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
社
会
づ
く
り
〟
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
町
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画
社

会
と
は
、

女
性
も
男
性
も
高
齢
者
も
若
者
も
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
の
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で

■
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

■
「
人
」
と
し
て
個
性
と
能
力
が
十

分
に
発
揮
で
き

■
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み

■
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
家
庭
や
地

域
や
社
会
の
制
度
で
支
え
合
っ
て

37

心
豊
か
に
、
い
き
い
き
伸
び
伸
び

と
暮
ら
せ
る
社
会

で
す
。

　

家
庭
で
は
、家
族
み
ん
な
が
家
事
・

育
児
、
介
護
等
に
参
加
し
、
協
力
し

助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

学
習
機
会
や
情
報
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
」

の
視
点
に
立
っ
た
教
育
が
行
わ
れ
ま

す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
女
性
も
男
性
も
、

高
齢
者
も
若
者
も
み
ん
な
が
自
治
会

な
ど
の
地
域
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

防
災
活
動
な
ど
に
参
画
し
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
男
女
の
別
な
く
「
個

人
」
と
し
て
能
力
が
発
揮
で
き
る
職

場
環
境
と
な
り
ま
す
。
男
性
も
女
性

も
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
、

仕
事
中
心
か
ら
家
庭
や
地
域
活
動
と

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を
し
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
で
、

一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
若
桜
町
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

冬季オリンピック
　　カウントダウンレポート⑨平昌

より

　2018年の冬季オリンピックが開かれる平昌で、オリンピック開催の成功
祈願を込めて作られた大鐘をつき、ムスルニョン（韓国では60年に一度の
縁起の良い戌の年とされている）新年の幕を開けました。
　平昌文化院は2017年12月31日午後10時から郡庁広場で、この大
鐘で除夜の鐘をつく行事を行いました。この行事では沈在國平昌郡守、
劉
ユインファン

仁煥平昌郡議会議長などの機関団体長と地域発展功労者、郡民代表者
などが鐘を鳴らしました。
　この鐘は平昌にあるお寺「上院寺」の銅鐘（国宝36号）の外形をもとにつくられ
ており、力強い鐘の音が長く鳴り響くように、鐘の下に音を拾ってくれる木を細く
切り厚く敷きました。
　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万
ウォン（約２千６百万円）は平昌郡民をはじめ、地域機関と社会団体、平昌出身者などから寄付されたもので、
この鐘をついて新年を迎えることは格別の意味を持ちます。
　また、冬季オリンピックのスキー競技が開かれる旌

チョンソン

善でも平昌と同様の除夜の鐘をつく行事、新年の祝賀
式が行われ、風船を飛ばしながら一年の多幸の祈願とともに冬季オリンピックの成功開催を祈願しました。
　　                                                                                  　　　　　  元若桜町交流職員　李

イ

美
ミ

眞
ジン

　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万　この大鐘の製作・鐘つき堂の建設総事業費１７億６千万ウォン（約１億７千６百万円）のうち２億６千９００万

平昌の新しい年が明けた　～オリンピック成功開催念願の大鐘が鳴る～

シムジェグック
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鳥取県東部地域の公共交通を利用しましょう！ 
■鳥取県東部の公共交通を利用してもらうための取り組み

■若桜町のお得な制度のご紹介

【お問い合わせ】鳥取県東部地域公共交通活性化協議会（事務局：鳥取県地域振興部交通政策課）

▲グランド70（シルバー定期券） 

路線バスのお得な乗車券 

▲鳥取藩のりあいばす乗放題手形 

　日ノ丸自動車と日本交通の路線バスが利
用できる「グランド70（70歳以上限定定期
券）」など、高齢者の方を対象にしたお得な
定期券を販売しています。
　また、「鳥取藩のりあいばす乗放題手形」
は３日間県内の路線バスが『乗り放題』にな
るので観光などでバスを使われる方にとっ
てはおすすめです！

みんなにやさしい乗り物 「ＵＤタクシー」 
　「ＵＤタクシー」は、健康な方はもちろん、
足腰の弱い方や車いす使用者、ベビーカー
を利用する方、妊娠中の方など誰もが利用
しやすい一般のタクシーです。黄色い車体
の「UDタクシー」は、鳥取県内では新たな
公共交通として平成28年度から導入され
ています！

便利なバス検索システム「バスネット」 

　鳥取県東部地域（鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町）では、公共交通を利用してもらう
ため様々な取り組みを実施しています。皆さんに便利で役に立つ情報をご紹介します。 

　「バスネット」は携帯電話やパソコン、ス
マートフォンで手軽に利用できる路線バ
ス・鉄道の検索システムです。経路検索や
乗換の情報を表示するだけではなく、バス
ロケーションシステムによって路線バスの
現在位置を表示できます。県内のバス会社
と連携しているのでリアルタイムのバスの
時刻がわかり、非常に便利です！

バスが今どこにいるの
かがわかります！ 

携帯やスマホで簡単に
経路検索ができます！ 

大きな荷物も運べます！  車いすの方も安心して
ご利用いただけます！

多くの方が公共交通を利用しやすくなる環境づくりに取り組んでいきます。 
ぜひ、この機会に公共交通を利用してみましょう！ 

　若桜町では、より公共交通を利用していただくための取り組みとして以下の制度や補助があります。皆さん
ぜひ、活用してください！
　　シルバー回数券・定期券の販売、免許返納者への助成、通学補助、往復乗り放題切符、ファミリー乗車券 
　　定期券・回数券の販売促進：お買い物券進呈、団体利用者特典（８名以上）
　詳しくは、若桜鉄道（株）☎（82）0919　IP☎9（82）0919 へお問い合わせください。 

☎0857(26)7100 　　 0857(26)8107   koutsuuseisaku@pref.tottori.lg.jp 

詳細は県内の各バス会社までお問い合わせください！ 
日本交通㈱     ☎ 0857(23)1122  
日ノ丸自動車㈱  ☎ 0857(22)5155 
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一人でやっ
てみるよ！

つぎは何をのせようかなぁ～

サンタさん、ありがとう

サンタさんのお皿で
食べました

みんなのリースを
飾ったよ

月 火 水 木 金 備　考
１ ２

★大きさ調べ
 　 身長・体重を計測します。

★お誕生会
 　毎月お誕生月のお友だち
　をお祝いします。

★絵本の読み聞かせ
 　 情報館に移動してお話

を聞きます。

★クッキング
 　 持ち物
　・ エプロン・マスク
　・ 三角巾

★持ち物
 　・ お茶
　・必要と思われるもの

なかよし遊び 節分のお面を
作りましょう

５ ６ ７ ８ ９
大きさ調べ

身長・体重を
計測しましょう

なかよし遊び なかよし遊び
お誕生会

みんなでお祝い
しましょう

なかよし遊び

12 13 14 15 16
振替休日 製作あそび

おもちゃを
作りましょう

なかよし遊び
ママサークル

絵本の読み聞かせ
10時30分～

（情報館へ移動）
なかよし遊び

19 20 21 22 23

なかよし遊び
クッキング

味工房でピザ作り
10時～

なかよし遊び
ベビーマッサージ

10時～
（セラピスト奈羅尾浩子さん）

なかよし遊び

26 27 28

なかよし遊び なかよし遊び なかよし遊び

お問い合わせ　　わかさこども園　☎(82)0011　IP☎9(82)0011

　いろんな大きさの星型にくり抜いた
スポンジケーキに、生クリームやくだも
のを載せて、どんどん積み上げてケー
キを作りました。「おっとっと、倒れそ
う…」と、また横に積み上げたりしな
がら試行錯誤。
　てっぺんにサンタさんの顔を飾って
完成！クリスマスツリーのような形の
ケーキが出来あがりました。
　完成したケーキはお母さんと仲良く
いただきました。自分で作ったケーキ
は美味しかったね～♪

　こども園のクリスマス会に支援
センターのお友だちも招待しても
らいました。
　何やらリンリンリン…と鈴の音
が聞こえて来ると、みんなの夢を
運んでサンタさんが登場！ドキド
キ・わくわくしながら、サンタさん
のそばに行ってお名前を呼んでも
らいました。
　サンタさん、プ
レゼントありがと
う♪

リースを作ったよ 美味しいケーキの出来あがり クリスマス会

　画用紙と紙皿を使って、クリスマ
スリース作りに挑戦！２歳・３歳と大
きくなってきたお友だちは「自分です
る～！」と、のりを付けたり、画用紙
やいろんな飾りを選んでくっつけまし
た。サンタさんの顔を描いて…すてき
なリースの出来上がり！みんなのリー
スを壁面に飾りました。

子育て中の方ならどなたでも参加をお待ちしています。

（持ち物：エプロン・マスク・三角巾・お茶）クッキング　味工房

ママサークル 場所…遊びば　　時間…9時30分～11時

１０時～「ピザ作りに挑戦してみましょう！」2/20(火)
2/14(水)

２月の予定
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ほんのひろばだよりほんのひろばだより2018.2
№161
2018.2
№161

【開館時間】 10時～18時

利用者カードの申し込み（無料）で、どなたでもご利用いただけます。
【休館日】毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始
【貸出冊数と期間】1人５冊まで、２週間

わかさ生涯学習情報館   ☎(82)6860  IP9(82)6860  　(82)6861
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　文　　　学　 　そ　の　他　
・日本遺産殺人ルート 西村　京太郎 ・君たちはどう生きるか 吉野　源三郎

・銀杏手ならい 西條　奈加 ・すごいトシヨリＢＯＯＫ 池内　紀

・大獄 葉室　麟 ・日本史の内幕 磯田　道史

・島抜けの女 佐伯　泰英 ・ＳＨＯＥ　ＤＯＧ フィル　ナイト

・奔流恐るるにたらず 逢坂　剛 ・人工知能の核心 羽生　善治

・ノーマンズランド 誉田　哲也 《　ヤングアダルト　》
・三世代探偵団 赤川　次郎 ・危機の現場に立つ 中満　泉

・西郷どん！　前・後編 林　真理子 《　児　童　書　》
・ウズタマ 額賀　澪 ・貨物船のはなし 柳原　良平

・インフルエンス 近藤　史恵 ・6年1組黒魔女さんが通る!!　04 石崎　洋司

・決戦！賤ヶ岳 天野　純希 ・落語少年サダキチ　2 田中　啓文

・ねこ町駅前商店街日々便り 柴田　よしき 《　絵　　本　》
・シネマコンプレックス 畑野　智美 ・じょやのかね とうごう　なりさ

・走狗 伊藤　潤 ・またまたさんせーい！ 宮西　達也

・ファミリーデイズ 瀬尾　まいこ ・パパゲーノとパパゲーナ 小西　英子

・孤独論 田中　慎弥 《　郷　　土　》
・ヒーロー　家族の肖像 ロート　レープ ・つばさの博覧会 一澤　圭

・知らなかった、ぼくらの戦争 アーサー　ビナード ・苦楽九十年 宮本　義雄

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　着　図　書
2017.12.31まで

農業委員会からの
お知らせ

に関する指導要領について

お問い合わせ　　農業委員会事務局　☎(82)2239　IP☎9(82)2238
　　　　　　　　役場産業観光課　　☎(82)2238　IP☎9(82)2238

　平成29年12月の農業委員会定例会において、農地にかかる日照上の障害除去等に関する指導要領が審
議決定されました。
　これは、農地に隣接する山林等によって、農地や農作物に日照上の被害を与える恐れがあるものについ
て解決するための指導要領で、農地が山林等と隣接する場合、農地との境界より最低５メートル以内に植
林をしてはならない、植林をする場合は隣接地（農地、宅地、道路、水路等）との境界より５メートル以
上離さなければならないというものです。
　なお、この指導要領は、平成30年４月１日以降に、農地転用により植林する場合に適用します。

１月11日（木）に農業委員会定例会を開催しました。
・農地法第５条の規定による許可申請　　　　　　　　　　　１件
・農地法第３条の規定による許可申請　　　　　　　　　　　１件
・農地法第４条の規定による許可申請　　　　　　　　　　　１件
・非農地証明申請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １件
・若桜町農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針（案）

審 議 事 項

農地にかかる日照上の
障害除去等
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

今月のメッセージ　 簡単なようで　　　　難しいのが　　　　正直

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
！

◦
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
◦

遺
留
分
に
つ
い
て

Ｑ

A

相
談
事
例

　

父
が
他
界
し
ま
し
た
が
遺
産
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
父
の
所
有
す
る

家
土
地
は
、
父
が
亡
く
な
る
10
年
も
前
に

長
男
に
贈
与
し
て
い
ま
し
た
。
二
男
で
あ
る

私
に
は
遺
留
分
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
遺
留
分

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
遺
留
分
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

遺
留
分
と
は
、
一
定
の
範
囲
の
法
定
相
続

人
に
認
め
ら
れ
る
遺
産
の
取
り
分
を
意
味

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
に
よ
っ
て
も

奪
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

遺
留
分
が
認
め
ら
れ
な
い
法
定
相
続
人

は
、
兄
弟
姉
妹
、
及
び
相
続
放
棄
し
た
者

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
子
で
あ
る
二
男
に
つ

い
て
は
遺
留
分
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
遺
留
分
を
有
す
る
相
続
人
は
、
遺
留

分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
結
果
遺
留
分

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
唯
一
の
遺
産
と
い
う
べ
き
家
土

地
は
10
年
も
前
に
相
続
人
で
あ
る
長
男
に

贈
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相
続
人
に
対
す

る
贈
与
（
民
法
９
０
３
条
）
が
た
と
え
相

続
開
始
前
１
年
間
に
な
さ
れ
て
い
な
く
と

も
遺
留
分
算
定
の
基
礎
と
さ
れ
る
以
上
は
、

遺
留
分
減
殺
請
求
の
対
象
と
な
り
ま
す（
最

高
裁
平
成
10
年
３
月
24
日
判
例
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
父
所

有
の
家
土
地
に
つ
い
て
遺
留
分
減
殺
請
求

権
を
行
使
す
る
結
果
遺
留
分
を
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

【２月の消費生活相談】
【と　き】 ２月６日（火）・13日（火）・20日（火）・

27日（火）　９時～ 16時
【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(71)0822　　IP☎9(71)0822

【２月の法律相談】
【と　き】２月13日（火）13時30分～ 16時
　　　　※要予約

【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(82)0254　　IP☎9(82)0254

ア
ド
バ
イ
ス

弁
護
士
：
上
田
雅
稔
氏
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

今月のメッセージ　 簡単なようで　　　　難しいのが　　　　正直

★健康づくり教室

★読み聞かせ教室・クリスマス会

　家族に好評な「するめ糀漬」を作りました。
　正月の酒の肴や食事の付け合わせに間に合うようにこの
時期に開催しています。糀をよくほぐしてから、するめを入れ
醤油で合わせたタレに漬け込みます。食べ頃になるまでに
は、２週間ぐらいかかります。
　山間地に住む人々の常備食として「糀漬」は全国各地で
愛される味となっていますが、塩分が多いので、食べすぎに
は注意しましょう。

　クリスマスは子どもたちが楽しみにしているイベントのひとつです。こ
の日を楽しむために、こども園の圓井先生にクリスマスの絵本を読んでも
らったり、動物の鳴き声クイズをしたりして気分を盛り上げていただき、子
どもたちはとても楽しそうでした。
　その後で、お待ちかねのケーキを食べました。大人も子どもも、あま～
い幸せな気持ちになり楽しい時間を過ごしました。
　この教室は親子のスキンシップと親同士の交流を図る目的で開催して
います。
　子どもたちは、「読み聞かせ」で、大人が自分のために読んでくれて
いるという「幸福感」を感じることができます。絵本を通じて、子どもた
ちに様々な世界を体験させてあげられたらステキですね！

12月12日

12月15日

▲糀をほぐす様子

▲圓井先生による読み聞かせ

▲動物の鳴き声クイズ ▲大好きなケーキ
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□ 

第
8
回 
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

　　      

〜
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
〜

　
12
月
16
日
（
土
）、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
楽
し
く
し
た
い
、
元
気
に
し
た
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
と
想
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
々
の
様
子
や

移
住
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
の
ま
ち
の
魅
力
な
ど
を
語
り
合
い
、「
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
野
地
区
自
治
会
長
の
西
本
さ
ん
か
ら
は
地
区
を
元
気
に
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
活
動
の
紹
介
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
原
さ
ん
か
ら
は
味
噌
づ
く
り
に
か
け
る

情
熱
に
加
え
て
若
桜
の
魅
力
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
も
こ
も
こ
さ
ん
か
ら
は
活
動
の

紹
介
と
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
想
い
等
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
「
若
桜
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
ふ
る
さ
と
創
生
課
の
盛
田
課
長
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
多
田
憲
一
郎
教
授

は
、
発
表
に
対
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」「
協
働
」「
つ
な
ぐ
仕
組
み
」
で
あ
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
作
る
か
、
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
が
鍵
と
な
る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
元
気
が
出
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
て
多
田
先
生
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
あ
と
、
ま

ず
、「
①
自
分
の
夢
を
語
ろ
う
　
②
夢
の
実
現

に
向
け
て
、
自
分
自
身
が
何
が
で
き
る
か
を
問

う
て
み
よ
う
　
③
仲
間
や
協
力
者
を
見
つ
け
、

組
織
化
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
人
一

人
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
楽
し
い
地
域
、
元
気

な
地
域
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

□ 

元
気
が
出
る
村
づ
く
り
講
座

　　
　
　
　
　
　     

〜
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
〜

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲エコバッグに挑戦する受
講生

▲～まちづくりトーク～の様子

　
11
月
19
日
（
木
）、
新
日
本
海
新
聞
社

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、「
高
齢
者

の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
」
を
受
講

し
、
新
聞
の
楽
し
み
方
や
活
用
方
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
面
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
や
、

「
読
者
の
広
場
」
へ
の
投
稿
、
ク
イ
ズ
や

パ
ズ
ル
を
活
用
し
た
頭
の
体
操
、
楽
し
い

仲
間
〜
仲
間
は
楽
し
〜
の
コ
ー
ナ
ー
に
は

応
募
が
殺
到
し
、
掲
載
に
２
ケ
月
く
ら
い

の
順
番
待
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
聞
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
一
段
の
文
字
数
を
13
文
字

か
ら
10
文
字
に
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
文
字
を
横
に
広
げ
て
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
７
つ
の
ち
が
い
さ
が
し
」
や
古
新
聞
を
活
用
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」
で
は
少
し
苦
戦
し
な
が
ら
も
全
員
が
完
成
さ

せ
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
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□ 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　 

〜
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
〜

　
12
月
17
日
（
日
）、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
親
子
な
ど
50
名
が

参
加
し
、
わ
か
さ
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
大
型
絵
本
、

ス
ク
リ
ー
ン
絵
本
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
若
桜
学
園
の
マ
ー
カ
ス
先
生
が
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
を
英
語
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
身
振
り
手
振
り
を
交

え
な
が
ら
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
終
了
後
は
、
い

ち
ご
や
キ
ウ
イ
、
カ
ラ
フ
ル
な

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
思
い
思
い
に
飾

り
付
け
し
て
お
い
し
そ
う
な

ケ
ー
キ
を
完
成
さ
せ
、
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　
12
月
10
日
（
日
）、Flow

er＆
Bakery

　

H
aRu

の
兒
嶋
陽
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
ハ
ー
フ
リ
ー
ス
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
円
状
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
布
を
巻
き
つ
け
た
土
台

に
、
薩
摩
杉
、
も
み
の
木
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
を

10
セ
ン
チ
程
度
に
10
等
分
に
小
分
け
し
、
そ
れ

ら
を
半
円
に
な
る
よ
う
に
重
ね
て
固
定
さ
せ
た

後
、
綿
花
、
サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉
、
果
実
を
乾
燥

さ
せ
た
ス
タ
ー
ア
ニ
ス
を
思
い
思
い
に
配
置
し

て
装
飾
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
チ
ス
の
紫
、
綿
花
の
白
、
サ
ン
キ
ラ

イ
の
赤
い
実
が
緑
の
リ
ー
ス
に
彩
り
を
添
え
、

リ
ー
ス
を
ひ
き
立
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ナ
チ
ュ
ラ

ル
で
シ
ッ

ク
な
ハ
ー
フ

リ
ー
ス
が
完

成
し
、
参
加

者
は
大
変
喜

ん
で
い
ま
し

た
。

▲ステキでしょ！
　兒嶋先生（前列中央）と参加者

□ 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
体
験
会

　
〜
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
シ
ッ
ク
な

　
　
　
　
　
　 

リ
ー
ス
が
完
成
〜

▶
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
を
受
け
取
る
子
ど
も
た
ち

▲楽しい「もこもこ」の読み聞かせ

郷
土
文
芸   
　
　
　
　（
敬
称
略
）

 
川
　
柳
　（
さ
く
ら
吟
社
）

 
俳
　
句
　（
鶴
尾
句
会
）

竹
爆は

ぜ
る
音
賑
や
か
な
と
ん
ど
か
な
　
　
　
西
尾
青
雨

一
瞬
の
日
矢
に
煌
め
く
朝
の
雪
　
　
　
　
　
竹
本
光
子

因
幡
路
の
闇
の
奥
よ
り
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
福
田
瓔
子

わ
た
雪
に
抱
き
着
か
れ
た
る
万
年
青
か
な
　
中
尾
陽
子

日
向
ぼ
こ
猫
の
背
中
の
焦
げ
る
ほ
ど
　
　
　
茗
荷
恵
子

相
撲
道
み
っ
ち
り
仕
込
む
酒
の
席
　
　
　
　
　
岡
崎
彰
夫

人
の
世
の
肥
や
し
に
な
れ
る
ま
で
生
き
る
　
　
岡
崎
彰
夫

ミ
ッ
チ
リ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
組
む
年
の
暮
れ
　
門
村
千
代

も
う
師
走
時
は
流
れ
を
繰
り
返
す
　
　
　
　
　
門
村
千
代

み
っ
ち
り
と
仕
込
ん
で
や
ろ
う
川
柳
を
　
　
　
川
上
　
巧

な
ん
た
っ
て
飲
ん
で
る
時
が
一
番
い
い
　
　
　
川
上
　
巧

み
っ
ち
り
と
働
く
人
に
福
き
た
る
　
　
　
　
　
君
野
和
子

傘
寿
で
も
未
来
の
欲
は
無
限
大
　
　
　
　
　
　
君
野
和
子

好
き
な
こ
と
み
っ
ち
り
と
し
て
な
お
楽
し
　
　
車
井
信
惠

七
転
び
し
て
と
れ
た
角
慈
し
む
　
　
　
　
　
　
車
井
信
惠

新
年
も
み
っ
ち
り
や
ろ
う
書
の
極
み
　
　
　
　
中
田
房
江

添
い
遂
げ
る
覚
悟
は
変
え
ぬ
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
中
田
房
江

み
っ
ち
り
と
実
力
つ
け
て
ク
イ
ズ
王
　
　
　
　
福
田
瓔
子

み
っ
ち
り
と
積
ん
で
重
ね
た
齢
と
皺
　
　
　
　
矢
部
節
子

招
か
な
い
の
に
足
早
に
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
　
矢
部
節
子

雪
の
中
ソ
リ
で
旅
す
る
サ
ン
タ
さ
ん
　
　
　
田
村
は
る
と
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〜
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
〜

　
12
月
16
日
（
土
）、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
楽
し
く
し
た
い
、
元
気
に
し
た
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
と
想
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
々
の
様
子
や

移
住
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
の
ま
ち
の
魅
力
な
ど
を
語
り
合
い
、「
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
野
地
区
自
治
会
長
の
西
本
さ
ん
か
ら
は
地
区
を
元
気
に
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
活
動
の
紹
介
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
原
さ
ん
か
ら
は
味
噌
づ
く
り
に
か
け
る

情
熱
に
加
え
て
若
桜
の
魅
力
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
も
こ
も
こ
さ
ん
か
ら
は
活
動
の

紹
介
と
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
想
い
等
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
「
若
桜
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
ふ
る
さ
と
創
生
課
の
盛
田
課
長
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
多
田
憲
一
郎
教
授

は
、
発
表
に
対
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」「
協
働
」「
つ
な
ぐ
仕
組
み
」
で
あ
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
作
る
か
、
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
が
鍵
と
な
る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
元
気
が
出
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
て
多
田
先
生
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
あ
と
、
ま

ず
、「
①
自
分
の
夢
を
語
ろ
う
　
②
夢
の
実
現

に
向
け
て
、
自
分
自
身
が
何
が
で
き
る
か
を
問

う
て
み
よ
う
　
③
仲
間
や
協
力
者
を
見
つ
け
、

組
織
化
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
人
一

人
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
楽
し
い
地
域
、
元
気

な
地
域
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

□ 

元
気
が
出
る
村
づ
く
り
講
座

　　
　
　
　
　
　     

〜
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
〜

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲～まちづくりトーク～の様子

　
11
月
16
日
（
木
）、
新
日
本
海
新
聞
社

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、「
高
齢
者

の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
」
を
受
講

し
、
新
聞
の
楽
し
み
方
や
活
用
方
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
面
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
や
、

「
読
者
の
広
場
」
へ
の
投
稿
、
ク
イ
ズ
や

パ
ズ
ル
を
活
用
し
た
頭
の
体
操
、
楽
し
い

仲
間
〜
仲
間
は
楽
し
〜
の
コ
ー
ナ
ー
に
は

応
募
が
殺
到
し
、
掲
載
に
２
ケ
月
く
ら
い

の
順
番
待
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
聞
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
一
段
の
文
字
数
を
13
文
字

か
ら
10
文
字
に
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
文
字
を
横
に
広
げ
て
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
７
つ
の
ち
が
い
さ
が
し
」
や
古
新
聞
を
活
用
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」
で
は
少
し
苦
戦
し
な
が
ら
も
全
員
が
完
成
さ

せ
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

▲エコバッグ作りに挑戦す
る受講生
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〜
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
〜

　
12
月
16
日
（
土
）、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
楽
し
く
し
た
い
、
元
気
に
し
た
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
と
想
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
々
の
様
子
や

移
住
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
の
ま
ち
の
魅
力
な
ど
を
語
り
合
い
、「
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
野
地
区
自
治
会
長
の
西
本
さ
ん
か
ら
は
地
区
を
元
気
に
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
活
動
の
紹
介
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
原
さ
ん
か
ら
は
味
噌
づ
く
り
に
か
け
る

情
熱
に
加
え
て
若
桜
の
魅
力
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
も
こ
も
こ
さ
ん
か
ら
は
活
動
の

紹
介
と
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
想
い
等
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
「
若
桜
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
ふ
る
さ
と
創
生
課
の
盛
田
課
長
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
多
田
憲
一
郎
教
授

は
、
発
表
に
対
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」「
協
働
」「
つ
な
ぐ
仕
組
み
」
で
あ
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
作
る
か
、
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
が
鍵
と
な
る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
元
気
が
出
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
て
多
田
先
生
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
あ
と
、
ま

ず
、「
①
自
分
の
夢
を
語
ろ
う
　
②
夢
の
実
現

に
向
け
て
、
自
分
自
身
が
何
が
で
き
る
か
を
問

う
て
み
よ
う
　
③
仲
間
や
協
力
者
を
見
つ
け
、

組
織
化
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
人
一

人
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
楽
し
い
地
域
、
元
気

な
地
域
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

□ 

元
気
が
出
る
村
づ
く
り
講
座

　　
　
　
　
　
　     

〜
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
〜

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲エコバッグに挑戦する受
講生

▲～まちづくりトーク～の様子

　
11
月
19
日
（
木
）、
新
日
本
海
新
聞
社

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、「
高
齢
者

の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
」
を
受
講

し
、
新
聞
の
楽
し
み
方
や
活
用
方
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
面
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
や
、

「
読
者
の
広
場
」
へ
の
投
稿
、
ク
イ
ズ
や

パ
ズ
ル
を
活
用
し
た
頭
の
体
操
、
楽
し
い

仲
間
〜
仲
間
は
楽
し
〜
の
コ
ー
ナ
ー
に
は

応
募
が
殺
到
し
、
掲
載
に
２
ケ
月
く
ら
い

の
順
番
待
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
聞
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
一
段
の
文
字
数
を
13
文
字

か
ら
10
文
字
に
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
文
字
を
横
に
広
げ
て
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
７
つ
の
ち
が
い
さ
が
し
」
や
古
新
聞
を
活
用
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」
で
は
少
し
苦
戦
し
な
が
ら
も
全
員
が
完
成
さ

せ
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
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□ 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　 

〜
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
〜

　
12
月
17
日
（
日
）、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
親
子
な
ど
50
名
が

参
加
し
、
わ
か
さ
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
大
型
絵
本
、

ス
ク
リ
ー
ン
絵
本
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
若
桜
学
園
の
マ
ー
カ
ス
先
生
が
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。「
赤
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
」
を
英
語
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
身
振
り
手
振
り
を
交

え
な
が
ら
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
終
了
後
は
、
い

ち
ご
や
キ
ウ
イ
、
カ
ラ
フ
ル
な

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
思
い
思
い
に
飾

り
付
け
し
て
お
い
し
そ
う
な

ケ
ー
キ
を
完
成
さ
せ
、
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　
12
月
10
日
（
日
）、Flow

er＆
Bakery

　

H
aRu

の
兒
嶋
陽
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
ハ
ー
フ
リ
ー
ス
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
円
状
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
布
を
巻
き
つ
け
た
土
台

に
、
薩
摩
杉
、
も
み
の
木
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
を

10
セ
ン
チ
程
度
に
10
等
分
に
小
分
け
し
、
そ
れ

ら
を
半
円
に
な
る
よ
う
に
重
ね
て
固
定
さ
せ
た

後
、
綿
花
、
サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉
、
果
実
を
乾
燥

さ
せ
た
ス
タ
ー
ア
ニ
ス
を
思
い
思
い
に
配
置
し

て
装
飾
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
チ
ス
の
紫
、
綿
花
の
白
、
サ
ン
キ
ラ

イ
の
赤
い
実
が
緑
の
リ
ー
ス
に
彩
り
を
添
え
、

リ
ー
ス
を
ひ
き
立
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ナ
チ
ュ
ラ

ル
で
シ
ッ

ク
な
ハ
ー
フ

リ
ー
ス
が
完

成
し
、
参
加

者
は
大
変
喜

ん
で
い
ま
し

た
。

▲ステキでしょ！
　兒嶋先生（前列中央）と参加者

□ 
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
体
験
会

　
〜
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
シ
ッ
ク
な

　
　
　
　
　
　 

リ
ー
ス
が
完
成
〜

▶
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
を
受
け
取
る
子
ど
も
た
ち

▲楽しい「もこもこ」の読み聞かせ

郷
土
文
芸   

　
　
　
　（
敬
称
略
）

 
川
　
柳
　（
さ
く
ら
吟
社
）

 
俳
　
句
　（
鶴
尾
句
会
）

竹
爆は

ぜ
る
音
賑
や
か
な
と
ん
ど
か
な
　
　
　
西
尾
青
雨

一
瞬
の
日
矢
に
煌
め
く
朝
の
雪
　
　
　
　
　
竹
本
光
子

因
幡
路
の
闇
の
奥
よ
り
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
福
田
瓔
子

わ
た
雪
に
抱
き
着
か
れ
た
る
万
年
青
か
な
　
中
尾
陽
子

日
向
ぼ
こ
猫
の
背
中
の
焦
げ
る
ほ
ど
　
　
　
茗
荷
恵
子

相
撲
道
み
っ
ち
り
仕
込
む
酒
の
席
　
　
　
　
　
岡
崎
彰
夫

人
の
世
の
肥
や
し
に
な
れ
る
ま
で
生
き
る
　
　
岡
崎
彰
夫

ミ
ッ
チ
リ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
組
む
年
の
暮
れ
　
門
村
千
代

も
う
師
走
時
は
流
れ
を
繰
り
返
す
　
　
　
　
　
門
村
千
代

み
っ
ち
り
と
仕
込
ん
で
や
ろ
う
川
柳
を
　
　
　
川
上
　
巧

な
ん
た
っ
て
飲
ん
で
る
時
が
一
番
い
い
　
　
　
川
上
　
巧

み
っ
ち
り
と
働
く
人
に
福
き
た
る
　
　
　
　
　
君
野
和
子

傘
寿
で
も
未
来
の
欲
は
無
限
大
　
　
　
　
　
　
君
野
和
子

好
き
な
こ
と
み
っ
ち
り
と
し
て
な
お
楽
し
　
　
車
井
信
惠

七
転
び
し
て
と
れ
た
角
慈
し
む
　
　
　
　
　
　
車
井
信
惠

新
年
も
み
っ
ち
り
や
ろ
う
書
の
極
み
　
　
　
　
中
田
房
江

添
い
遂
げ
る
覚
悟
は
変
え
ぬ
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
中
田
房
江

み
っ
ち
り
と
実
力
つ
け
て
ク
イ
ズ
王
　
　
　
　
福
田
瓔
子

み
っ
ち
り
と
積
ん
で
重
ね
た
齢
と
皺
　
　
　
　
矢
部
節
子

招
か
な
い
の
に
足
早
に
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
　
矢
部
節
子

雪
の
中
ソ
リ
で
旅
す
る
サ
ン
タ
さ
ん
　
　
　
田
村
は
る
と
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〜
高
齢
者
の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
〜

　
12
月
16
日
（
土
）、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
楽
し
く
し
た
い
、
元
気
に
し
た
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
な
ど
と
想
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
々
の
様
子
や

移
住
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
の
ま
ち
の
魅
力
な
ど
を
語
り
合
い
、「
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
野
地
区
自
治
会
長
の
西
本
さ
ん
か
ら
は
地
区
を
元
気
に
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
活
動
の
紹
介
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
原
さ
ん
か
ら
は
味
噌
づ
く
り
に
か
け
る

情
熱
に
加
え
て
若
桜
の
魅
力
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
も
こ
も
こ
さ
ん
か
ら
は
活
動
の

紹
介
と
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
想
い
等
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
「
若
桜
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
ふ
る
さ
と
創
生
課
の
盛
田
課
長
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
多
田
憲
一
郎
教
授

は
、
発
表
に
対
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」「
協
働
」「
つ
な
ぐ
仕
組
み
」
で
あ
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
作
る
か
、
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
が
鍵
と
な
る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
元
気
が
出
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
て
多
田
先
生
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
あ
と
、
ま

ず
、「
①
自
分
の
夢
を
語
ろ
う
　
②
夢
の
実
現

に
向
け
て
、
自
分
自
身
が
何
が
で
き
る
か
を
問

う
て
み
よ
う
　
③
仲
間
や
協
力
者
を
見
つ
け
、

組
織
化
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
人
一

人
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
楽
し
い
地
域
、
元
気

な
地
域
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
今
後

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

□ 

元
気
が
出
る
村
づ
く
り
講
座

　　
　
　
　
　
　     

〜
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
〜

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲～まちづくりトーク～の様子

　
11
月
16
日
（
木
）、
新
日
本
海
新
聞
社

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、「
高
齢
者

の
た
め
の
楽
し
い
新
聞
講
座
」
を
受
講

し
、
新
聞
の
楽
し
み
方
や
活
用
方
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
紙
面
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
や
、

「
読
者
の
広
場
」
へ
の
投
稿
、
ク
イ
ズ
や

パ
ズ
ル
を
活
用
し
た
頭
の
体
操
、
楽
し
い

仲
間
〜
仲
間
は
楽
し
〜
の
コ
ー
ナ
ー
に
は

応
募
が
殺
到
し
、
掲
載
に
２
ケ
月
く
ら
い

の
順
番
待
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
聞
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
と
し
て
、
一
段
の
文
字
数
を
13
文
字

か
ら
10
文
字
に
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
文
字
を
横
に
広
げ
て
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
７
つ
の
ち
が
い
さ
が
し
」
や
古
新
聞
を
活
用
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」
で
は
少
し
苦
戦
し
な
が
ら
も
全
員
が
完
成
さ

せ
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

▲エコバッグ作りに挑戦す
る受講生
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　当日は、無料開放された樹氷スノーピアゲレンデに
おいて、スキー場開きが行われ、約500人の来場者で
スキー場開きを祝いました。神事の後には、わかさ氷
ノ山樹氷太鼓の会による演奏や、毎年恒例の餅まき・
みかん配布が行われ、豪華賞品を求めて皆さんが手
を伸ばされていました。今年は十分な積雪のおかげ
で第１・イヌワシ・若桜観光リフトを運行することが
でき、無料開放のゲレンデを多くのお客様が初滑りを
楽しみました。

香美町・若桜町国道482号早期整備完成を
進める会の定期総会を開催

　兵庫県香美町と若桜町の共通の利益を確保増進
するため、国道482号の早期整備完成に必要な施
策行うことを目的とし、平成22年に本会が組織され
ました。
　毎年度、本会で両県の県知事・地元選出県議会議
員へ要望活動を行っており、香美町側ではバイパス整
備や道路災害防除事業、若桜町側ではトンネル整備
が行われるなど、会の目的を着実に達成しています。
　また、来年度には長期にわたり通行止め区間となっ
ている兵庫県側の道路防災対策が完成予定です。
引き続き活動を行い両町の観光振興・経済交流の
活性化を図っていきたいと思います。

12/4
月

わかさ氷ノ山スキー場開き

 防災広報車引渡式
　（公財）日本消防協会から若桜町に防災広報車が交付され
ました。
　これは、消防団員福祉共済制度等の事業に積極的で、加
入率の高い市町村に対して交付されるもので、広報活動ので
きる放送設備を搭載した7人乗りの車両です。
　若桜町役場で引渡式を行い、小林町長から若桜町消防団
の谷川団長に車両と引渡書が交付されました。
　小林町長が、「防災意識の普及活動をはじめ、災害時の後
方支援、要援護者に対する避難支援などにも活用してくださ
い。」とあいさつ、谷川消防団長が、「広報活動、防災知識・
応急処置等の啓発に役立て、町民の安全・安心のためさらに
努力します。」と感謝の意を述べました。
　消防団には防災活動などを通じて住みよい地域づくりのた
めにますます活躍されることを期待します。

12/16
土

12/22
金

▲小林町長から
谷川消防団長
に引渡書交付

▲（公財）日本消防協会から交付され
　た防災広報車

▲シーズンの幕開け
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▲報告会の様子

　小林昌司町長が11月20日付で地方自治法施
行70 周年記念総務大臣表彰を受賞しました。
　この表彰は、地方自治の伸展及び住民の福祉
の増進に努めたものに対して表彰されるもので、
小林町長の教育施策、移住定住施策、農林業施
策など多年にわたり町の発展に貢献された功績が
認められたものです。12 月27日に知事公邸で伝
達式が行われ、知事から表彰状と銀杯が手渡され
ました。

▲小林昌司町長

伝統的建造物群保存地区（伝建）先進地視察報告会

地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰を受賞

　若桜町公民館集会室を会場に11月30日に実施
した福井県小浜市の重要伝統的建造物群保存地区
（重伝建地区）の視察の概要、並びに伝建制度の概
要や重伝建地区選定に向けた今後の町の取り組みに
ついて報告を行いました。報告会では実際に視察に
参加された伝建推進委員の方や報告を聞いた住民の
方から感想や意見をいただきました。
　今後は宿内にお住まいの方を対象にした住民説明
会の開催や制度説明、伝建事業についての広報誌の
発行など、住民の方への伝建制度の周知に取り組ん
でいきます。

12/25
月

12/27
水

会　期
休 館日

お問い合わせ

　八頭町在住で粉末状の顔料であるパステルを使用した作品
を描く平野さんと、押し絵や編み物、人物、動物をテーマにし
た手芸作品を制作される石塚さんの二人展を開催します。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしています。

２月３日（土）～ 25日（日）　９時～ 17時
月曜日(祝日の場合翌日)
たくみの館　　　☎  (82)0583
　　　　　　　IP☎9(82)0583▲手芸作品(石塚愛子さん制作)

たくみの館企画展
「平野信惠パステル画・石塚愛子手芸作品 二人展」
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【日　時】２月18日（日）　10時～ 16時
【会　場】とりぎん文化会館１階 展示室
　　　　　（鳥取市尚徳町101-5）

【担　当】中国税理士会鳥取支部所属　税理士
【お問い合わせ】
　　　　  中国税理士会鳥取支部事務局
　　　　  ☎0857（26）9563

【日　時】２月14日（水）13時～ 16時　※要予約
【会　場】鳥取地方法務局
　　　　　（鳥取市東町２丁目302番地）

【内　容】相続登記・空き家のことでお困りではあり
ませんか？「未来につなぐ相続登記推進プ
ロジェクト鳥取」（法務局職員・司法書士・
土地家屋調査士）が無料で相談に応じます。

【お問い合わせ】鳥取地方法務局登記部門
　　　　　　　　☎0857（22）2293

税理士記念日『税理士による税の無料相談会』

未来につなぐ登記相談会

労働セミナー

【日　時】２月20日（火） 16時～ 18時　※要予約
【会　場】鳥取県立図書館２階 小研修室
　　　　　（鳥取市尚徳町101）

【内　容】相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、
　　　　  多重債務　など

【お問い合わせ】
　　　　  鳥取県司法書士会　☎0857（24）7024

司法書士による「無料法律相談会」

【日　時】２月26日（月）13時30分～ 15時
【会　場】鳥取県立図書館２階 大研修室
　　　　　（鳥取市尚徳町101）

【内　容】パワハラやサービス残業、解雇・退職など
　　　　 職場のトラブルとその対処法を解説
※失業給付受給中の方は、求職活動のポイントとなります。

【講　師】
鳥取県中小企業労働相談所みなくる 相談員
労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会）事務局職員 
※無料・要予約

【お問い合わせ】
　鳥取県中小企業労働相談所みなくる鳥取
　☎0857（25）3000　　  0857（25）3001

1【日　時】2月10日（土）10時～ 15時
　【会　場】県立図書館2階 小研修室
　　　　　　（鳥取市尚徳町101）
　【内　容】相続・遺言、成年後見、帰化・在留許可等

の手続きなど
2【日　時】3月4日（日）10時30分～ 14時30分
　【会　場】鳥取市立用瀬図書館 おはなしの部屋
　　　　　　（鳥取市用瀬町用瀬104-2）
　【内　容】相続・遺言、成年後見、農地転用、許認可

申請、契約など
　　　　　  ※当日受付、先着順
　【お問い合わせ】
　　　　鳥取県行政書士会事務局　☎0857(24)2744

【日　時】２月18日（日）９時30分～ 15時
【場　所】鳥取県立図書館２階 大研修室
　　　　　（鳥取市尚徳町101）

【内　容】子どものこと、家族や知人のこと、自分のこ
となど、日頃気になっている悩みや困りごと
をカウンセラーに話してみませんか？

　　　　  ※秘密厳守　相談無料、要予約（当日受付も可）
【お問い合わせ・ご予約】（一財）鳥取県労働者福祉協議会
　　　　 ライフサポートセンターとっとり事務局
　　　　　☎0120（82）5858　 0857（32）5454

行政書士無料相談

カウンセラーによる『こころの相談会』

※
１
月
９
日
届
出
分
ま
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
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山
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岡
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さ
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典
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若
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福
祉
協
議
会
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ご
寄
付
を
い
た
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き
ま
し
た
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金
一
封 戸

籍
の
窓
口
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＜２月リサイクルファクトリー・スケジュール＞
リファーレンいなば

内　容 日　時 定員 費用

マイバック ２月９日（金）
10時～15時 ５人 無料

正座イス ２月16日（金）
10時～15時 ５人 無料

アクリルたわし
（丸）

２月21日（水）
10時～12時 ５人 無料

健康布ぞうり ２月27日（火）
10時～15時 10人 100円

※当月１日より受付（先着順）
【開館時間】10時～ 16時
【休館日】月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
【お申し込み・お問い合わせ】リファーレンいなば
（鳥取市伏野2220）☎0857(59)6026

■地域別最低賃金

最低賃金の名称 時間額（発効年月日）

鳥取県最低賃金 738円
(平成29年10月６日)

■特定（産業別）最低賃金

最低賃金の名称 時間額（発効年月日）

鳥取県電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業最低賃金

774円
(平成30年１月11日)

鳥取県の最低賃金

【お問い合わせ】
鳥取労働局労働基準部賃金室　☎0857（29）1705
または最寄りの労働基準監督署

小さな掛金、大きな補償

【お問い合わせ】

☎0857（26）7802 電話受付時間　９時～17時（土、日、祝日を除く。）

小さな掛金、大きな補償

【お問い合わせ】

☎0857（26）7802 電話受付時間　９時～17時（土、日、祝日を除く。）

小さな掛金、大きな補償  スポーツ安全保険Ⓡ

【対象となる事故】団体活動中の事故/往復中の事故
【保 険 期 間】平成30年４月１日午前０時から平成31年３月31日午後12時まで
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広報

2月の行事予定

　毎年恒例、県内外から多くの選手が参加する若桜町の冬の一大イベ
ントが開催されます。当日は声援と雪玉が飛び交い、雪上で白熱した
戦いが繰り広げられます。ぜひご観覧ください。

今月のイベント告知

第23回

西日本雪合
戦大会

平成三十年

若桜町成人式

平成三十年

若桜町成人式

第23回
西日本雪合戦大会
第23回
西日本雪合戦大会

【お問い合わせ】西日本雪合戦大会事務局（若桜町教育委員会内）
　　　　　　　　☎（82）2213　IP☎９（82）2213　

13時～

会場／若桜町ふれあい広場

8時40分～
一般の部Ａリーグ・Ｅリーグ、
レディースの部

2月3日（土）2月3日（土）

2月4日（日）2月4日（日）

ジュニアの部
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編
集
・
発
行
／

若
桜
町
役
場 

ふ
る
さ
と
創
生
課

2018年

再生紙
を使用しています。

2
月号

わ
か
さ

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです

2月
号

2018年
み
ど
り
と
清
流
の
ま
ち
『

若
桜

』

1,417戸（±0）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（平成30年1月1日現在）

世帯

人口
3,345人（－1）

男性／1,573人（＋2）
女性／1,772人（－3）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
  （若桜町の税収となります）

□ 固定資産税（第４期）
□ 後期高齢者医療保険料
　　　　　　　（普通徴収）（第４期）

の税金・保険料人口と世帯数（対前月増減）

さくら4号さくくら4号ら4号くら4号くくら4号く

みんなで育てよう
若桜鉄道

納期限 2月28日（水）2月28日（水）
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ゆはら温泉
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2/2（金）
2/3（土）

2/4（日）

2/6（火）
2/8（木）

2/13（火）

2/15（木）
2/20（火）

2/27（火）

成人健康相談
第２３回西日本雪合戦大会（ジュニアの部）
休日がん検診
第２３回西日本雪合戦大会（一般の部Ａ・Ｅ、レディースの部）
消費生活相談
障がい者相談
人権相談
行政相談
消費生活相談
法律相談
ゆはら温泉の日（入浴料半額）
消費生活相談
消費生活相談
乳幼児相談
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